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東京工業大学では明野観測所と岡山天体物理観測所にある 2台の 50cm可視光望遠鏡MITSuME (Multi-color
Imaging Telescopes for Surveys and Monstrous Explosions) を運用している。2018年度からは 2台の望遠鏡を
統括的に管理する新システムによる自動ロボット観測が開始され、従来のガンマ線バーストに対する即時観測に
加え、より効率的なGROWTHやOISTER, J-GEMとの連携観測や全天X線監視装置MAXIで発見された天体
の早期フォローアップ観測を実施している。これにより、GRB 181110AにおいてはX線検出後から約 1000秒後
に、可視光で急激に増光する現象を捉えることに成功した (Murata et al. 2018, GCNC 23415)ほか、25件程度
のGRB観測をGCN circularに報告している。また、MAXIで発見されたX線新星MAXI J1820+070は増光初
期から 3色同時での短時間変動観測に成功するほか、光赤外線大学間連携を通じた多波長同時観測が実施されて
いる。本講演では今年度行ったガンマ線バーストの残光観測やX線連星の観測解析結果に加えて、他機関との連
携観測の結果や解析環境の整備について報告する。


